
０
１
５
年
秋
の
選
挙
公
報
に
は
都

構
想
の
都
も
住
民
投
票
の
住
の
字

も
な
い
。
完
全
な
ダ
マ
シ
だ
。

こ
の
間
維
新
は
、
「
二
重
行
政
」

を
理
由
に
、
住
吉
市
民
病
院
は
じ

め
大
阪
市
破
壊
を
す
す
め
て
き
た
。

都
構
想
は
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

し
た
と
い
う
が
、
５
区
を
４
区
に

し
て
、
名
前
を
変
え
た
だ
け
だ
。「
二

重
行
政
解
消
」
の
財
政
効
果
は
、

せ
い
ぜ
い
１
億
円
。
逆
に
、
特
別

区
設
置
で
６
３
７
億
円
の
初
期
コ

ス
ト
が
か
か
る
。
舞
洲
の
被
災
庁

舎
と
の
「
二
重
庁
舎
」
解
消
の
方

が
先
決
だ
。

都
構
想
と
一
体
な
の
が
カ
ジ
ノ

だ
。
人
の
不
幸
を
土
台
に
し
た
カ

ジ
ノ
は
許
せ
な
い
。
「
カ
ジ
ノ
で
は

な
く
防
災
、
福
祉
」
が
、
今
、
大

阪
市
で
は
合
言
葉
に
な
っ
て
い
る
。

２
０
１
９
年
、
下
か
ら
の
沖
縄

県
民
投
票
に
対
し
、
上
か
ら
の
脱

法
的
民
主
主
義
破
壊
。
負
け
ら
れ

な
い
た
た
か
い
だ
。
改
憲
の
突
撃

隊
・
維
新
の
最
大
の
後
ろ
盾
は
、

安
倍
首
相
官
邸
だ
。
こ
の
た
た
か

い
に
は
二
重
に
意
味
が
あ
る
。
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大
阪
市
天
王
寺
区
東
高
津
町
七
―
十
一

府
教
育
会
館
７
Ｆ

大
阪
府
高
教
内

大
阪
府
立
高
等
学
校

退
職
教
職
員
の
会

府

高

退

教

通

信第

回「

短
歌
を
楽
し
む
会
」(

・
３
・

）

216

19

11

参
加
者

四
人
。
出
稿
は
十
二
人
二
十
九
首
。
こ
ぬ
か
雨
が
降
っ
た
り
止
ん
だ

り
の
薄
ら
寒
い
日
で
し
た
。
春
が
待
ち
遠
し
い
日
で
し
た
。
ア
ー
ル
グ
レ
イ
で
暖

ま
り
な
が
ら
の
歌
会
で
し
た
。

心
病
む
公
立
五
千
の
教
職
員
弱
い
あ
な
た
で
い
い
で
は
な
い
か

髙
橋
貞
雄

ソ
ー
ニ
ヤ
と
ラ
ス
コ
ー
ル
二
コ
フ
の
迫
真
の
舞
台
に
今
も
涙
と
ど
ま
ら
ず

川
上
憲
一

漢
検
で
２
級
受
験
の
５
年
生
高
卒
程
度
の
難
問
に
挑
む

月
岡
秀
夫

ゴ
マ
ス
リ
や
イ
エ
ス
マ
ン
に
て
囲
い
込
む
組
織
崩
壊
教
訓
い
か
せ

池
永

孝

駅
に
行
け
ば
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
ハ
ン
グ
ル
が
習
い
し
頃
と
雲
泥
の
差

松
田
皓
平

床
隅
に
巣
を
張
る
小
蜘
蛛
冬
越
せ
り
小
蝿
の
頭
二
つ
落
と
し
て

五
百
蔵
光
彦

金
曜
日
午
前
九
時
半
パ
チ
ン
コ
の
開
店
を
待
つ
若
者
の
列

佐
々
木
有
馬

冷
た
く
も
ひ
と
雨
ご
と
の
春
や
春
し
づ
心
な
く
花
を
待
ち
な
ん

川
崎
康
樹

基
地
を
問
う
辺
野
古
の
海
か
ら
昇
り
き
て
ス
ー
パ
ー
ム
ー
ン
家
路
を
照
ら
す

鈴
木
晋
司

沖
縄
の
新
基
地
ノ
ー
の
声
勝
利
憲
法
守
る
力
に
勇
気

山
尾
邦
子

再
発
か
と
言
わ
れ
て
三
月
の
心
憂
さ
如
月
の
け
ふ
晴
れ
や
か
な
蒼
天福谷

美
智
子

寄
る
辺
な
き
ホ
ー
ム
の
子
ら
は
哀
し
い
ね
こ
こ
に
来
れ
な
き
ゃ
巷
の
子

千
賀
茂
世

再
会
を
喜
ぶ
君
を
喜
び
て
共
に
励
み
し
日
々
よ
み
が
え
る

浅
野
真
弓

（
先
月
号
の
歌
に
誤
字
が
あ
り
ま
し
た
の
で
再
掲
載
）

次
回
第
二
一
七
回
の｢

楽
し
む
会｣

は
、
四
月
八
日(

月)

二
時
か
ら
教
育
会
館
な

な
め
向
か
い
の
ガ
ッ
ト
ネ
ロ
で
行
い
ま
す
。
歌
稿
は
四
月
一
日
（
月
）
ま
で
に
左

記
宛
、
ハ
ガ
キ
・F

AX

・
メ
ー
ル
な
ど
で
お
送
り
下
さ
い
。

〒583-0024

藤
井
寺
市
藤
井
寺
二
丁
目
６
ー

山
尾
邦
子

17

tel

・fax
072-954-8524

m
ai
l
k
u
nc
ha
n
92
5@
ou
t
lo
ok
.j
p

携
帯

0
90
91
67
3
0
31

維
新
松
井
・
吉
村
氏
が
党
利
党

略
の
脱
法
行
為
に
出
た
。
大
阪
市

廃
止
・
特
別
区
設
置
に
は
、
議
会

と
住
民
投
票
の
二
つ
の
可
決
が
必

要
だ
。
だ
が
３
月
７
日
、
維
新
は

採
決
を
求
め
て
否
決
さ
れ
た
。
本

来
は
こ
れ
で
お
し
ま
い
だ
が
、「
も

う
一
度
民
意
を
聞
き
た
い
」
と
出

直
し
ク
ロ
ス
選
な
る
も
の
を
仕
掛

け
て
き
た
。

民
意
な
ら
ば
４
月
の
議
会
選
挙

で
聞
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

だ
が
彼
ら
は
、
知
事
・
市
長
選
を

あ
え
て
今
、
し
か
も
入
れ
替
え
で

や
る
。
議
会
選
挙
を
有
利
に
す
す

め
、
あ
わ
よ
く
ば
過
半
数
を
取
り
、

さ
ら
に
自
ら
の
任
期
も
４
年
手
に

入
れ
る
た
め
に
。
だ
が
こ
れ
は
法

の
網
を
く
ぐ
る
卑
怯
な
手
だ
。

前
回
は
、
都
構
想
で
は
大
阪
市

が
な
く
な
る
と
い
う
批
判
に
対

し
、
「
だ
ま
さ
れ
な
い
で
く
だ
さ

い
。
維
新
は
大
阪
市
を
バ
ラ
バ
ラ

に
し
ま
せ
ん
」
と
い
う
ウ
ソ
の
宣

伝
で
始
ま
り
、
最
後
ま
で
い
い
続

け
た
。
ヒ
ト
ラ
ー
的
な
大
ウ
ソ
だ
。

「
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
」
「
一
回
き

り
」
と
い
っ
て
住
民
投
票
を
や
っ

た
の
に
、
公
約
だ
か
ら
ま
た
や
る

と
い
う
。
だ
だ
っ
子
の
勝
つ
ま
で

じ
ゃ
ん
け
ん
だ
。
吉
村
市
長
の
２

柏原東高校廃校反対の闘いは

ささやかな政治革新の闘いでした
中瀬 弘（河南）

2017 年９月１日、柏原東高校の廃校（府教委は機
能統合）についての記事が出ました。私も旧職員と

して反対運動のお手伝いをしようと思っていました

が、卒業生や旧職員からの心配の連絡はあっても反

対運動を起こす声が聞こえてきません。府高教と連

絡を取り志摩委員長からお話を聞き、まずは私たち

から動き出すことで生徒や現場の先生方、卒業生を

励ますことになると判断し、柏原東高校を守る会を

結成しました。わずか２～３日の呼びかけでしたが、

卒業生、現役教師, 旧職員など 20人ほどが集まりま
した。予想外にたくさん集まり、「やろう！」とい

う思いが強く、会議の後は大いに飲み会が盛り上が

りました。しかし、時間が足りません、やらなけれ

ばならないことはたくさんあります。そういう中で

も退職教員は 24 時間フリーですから自由に動くこ
とが出来ました。私をはじめ古野さんも自由です、

この２人は特に卒業生と共によく動いたと思いま

す。さて、運動は実質 11 月 15 日の署名提出集会
までの期間でしたが、大変濃厚な時間でした。地元

の柏教組のがんばりは校長の支持を取り付けること

が出来ましたし、柏原市の町内会連合の協力や柏原

市議会の意見書採択は画期的な成果となりました。

私はすでに現場を離れた人間です、退職教員とし

てどう動けばいいのか、あまり出しゃばってはいけ

ないのではと、自分の立ち位置を気にしていました

が、そんなことは全く関係がなく、維新の悪政に反

対する、その一点で頑張ることこそが大事であり、

そのための経験や知識を発揮することは、むしろ「頼

もしさ」として受け止められました。私にとって激

烈な戦いの経験でしたが、若い卒業生との絆や地域

での保守層の人々との交流は新たな政治革新のささ

やかな一歩であったと実感できる闘いでした。

カ
ジ
ノ
、
都
構
想
ご
り
押
し

脱
法
的
選
挙
を
す
る
維
新
撃
破
の

ま
た
と
な
い
チ
ャ
ン
ス

山
上
俊
夫

(

北
野
定)

お知らせ

府高退教第２９回定期総会
日時：５月１９日（日）１４時より
場所：たかつガーデン、コスモス
総会後懇親会を行います。昨年総会後に加入の新
会員はご招待です。ぜひご参加ください。

カ
ジ
ノ
よ
り

防
災
、
福
祉
を
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【
３
月
】

日(

金)
:

シ
ャ
ン
ソ
ン
を

29

14

00

歌
う
会

【
４
月
】

１
日(

月)
:

謡
を
楽
し
む
会

14

00

８
日(

月)
:

短
歌
を
楽
し
む
会

14

00

日(

金)
:

府
高
退
教
幹
事
会

12

14

00

日(

月)
:

シ
ャ
ン
ソ
ン
を

22

14

00

歌
う
会

日(

火)
:

春
の
散
策

23

10

00

当

面

の

日

程

今年、傘寿を迎える私にとって、これからの菜園の事を考えると少々不安

がよぎります。

信貴山の山麓にある我が菜園は、家の裏に100坪ほどの農地がありその2/3

が野菜、1/3が草花や少しの果樹を植えています。若い頃は鍬と鋤で耕し、苦

も無く楽しいものでした。歳をとるにつれしんどくなり、5年ほど前から近所

の方に耕運機を使って貰うようになりましたが、そのあとの畝づくりの土揚

げが苦痛になりかけています。また、ここ数年、狭心症やがんの手術（何れ

も軽症）をやり、今は脊柱管狭窄症の再発で苦しんでいます。

こんなことから、近い将来、畑を大幅に縮小し“箱庭風菜園”に変換して

細々と楽しもうかと考えています。

ここで難題があります。雑草です！ 縮小した畑の残りの部分に雑草が繁

茂するのは必然です。瞬く間に畑の大部分が背丈以上の雑草地になります。

そのままにしておくと役所から点検がはいり是正勧告を受けます。農地は固

定資産税で優遇しているにも拘わらず農地の役割を果たしていないので“雑

種地”に認定しますよ！と・・・。最近は精度の高い航空写真で調査をしま

すから、どんな小さな土地でも見つかりますから厄介です。“目こぼし”は

ありません

土地の固定資産税は、雑種地＞宅地＞農地になっているらしく、農地から

雑種地に認定されると税金は数十倍以上に跳ね上がるそうです。ほんの小さ

い農地ですが年金生活者にとっては大変な負担が続くのです。

いずれにせよ、体が動く限り“雑草退治”に明け暮れることになりそうで

すね！ 嗚呼！

退
教
ス
キ
ー
ツ
ア
ー

志
賀
高
原
に
参
加
し
て

藤
森

正
義
（
吹
田
）

定
年
退
職
後
、
五
年
間
の
再

任
用
も
昨
年
度
末
終
了
、
時
間

に
余
裕
が
生
ま
れ
た
中
、
退
教

ス
キ
ー
ツ
ア
ー
に
初
め
て
参
加

し
ま
し
た
。
参
加
者
は
全
部
で

十
一
名
、

代
の
方
も
お
ら
れ

80

ま
し
た
。
当
方
は
数
回
の
修
学

旅
行
付
添
を
経
験
し
た
く
ら
い

で
、
ボ
ー
ゲ
ン
止
ま
り
で
し

た
。
今
回
は
、
桶
谷
政
博
さ
ん

と
い
う
上
級
指
導
員
の
資
格
も

あ
る
方
（
退
教
の
会
員
）
に
丁

寧
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
奥
様
、
牧
子

さ
ん
に
よ
る
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
の

指
導
も
あ
り
、
少
し
上
達
で
き

た
か
な
と
思
い
ま
す
。
濃
霧
に

よ
る
、
視
界
の
ほ
と
ん
ど
き
か

な
い
日
も
あ
り
ま
し
た
が
、
リ

フ
ト
で
移
動
し
て
行
く
と
き
周

囲
に
た
く
さ
ん
の
樹
氷
が
迎
え

て
く
れ
て
、
志
賀
高
原
の
自
然

の
雄
大
さ
に
あ
ら
た
め
て
圧
倒

さ
れ
ま
し
た
。
関
西
で
も
三
峰

山
な
ど
樹
氷
で
知
ら
れ
た
山
々

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
ん
な
高
地

で
見
た
の
は
初
め
て
で
し
た
。

も
し
可
能
な
ら
リ
フ
ト
を
降
り

て
樹
氷
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
と
も
思
い
ま
し
た
。
二
日

目
に
親
睦
会
が
開
か
れ
、
参
加

者
の
自
己
紹
介
が
お
こ
な
わ
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
さ
ら
に
交
流

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
三
日
目
、
宿
の
宴
会
場
が

寄
席
の
場
に
早
代
わ
り
し
、
参

加
さ
れ
た
吉
竹
さ
ん
ご
夫
婦

（
鴨
川
亭
こ
う
幸
さ
ん
、
天
神

亭
吉
幸
さ
ん
）
が
そ
れ
ぞ
れ
腹

話
術
と
落
語
を
披
露
さ
れ
、
拍

手
喝
采
を
浴
び
ま
し
た
。
宿

（
ホ
テ
ル
山
楽
）
の
風
呂
は
24

時
間
入
る
こ
と
が
で
き
、
足
の

疲
れ
を
癒
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
現
地
解
散
で
も
あ
っ
た
の

で
、
帰
り
は
地
獄
谷
野
猿
公
苑

に
寄
り
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
た
ち
に

会
っ
て
帰
り
ま
し
た
。

今
回
の
ツ
ア
ー
で
は
何
回
か

転
び
ま
し
た
が
、
そ
の
都
度
周

り
の
人
に
起
こ
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
あ
た
た
か
い
パ
ワ
ー
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
変
充
実

し
た
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
問
題
裁
判
傍
聴
記

佐
々
木

有
馬
（
堺
西
）

３
月
８
日
奈
良
地
方
裁
判
所
に

お
い
て
、
「
放
送
法
遵
守
義
務
確

認
等
請
求
事
件
」
の
第

回
口
頭

12

弁
論
が
開
か
れ
審
理
は
大
詰
め
を

迎
え
て
い
る
。
こ
の
日
原
告
側
か

ら
は
２
人
が
意
見
陳
述
を
行
っ

た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ニ
ュ
ー
ス
報
道
が

放
送
法
４
条
に
規
定
さ
れ
た
「
政

治
的
公
平
」
「
多
角
的
論
点
解

明
」
を
欠
い
た
政
府
の
意
向
に
沿

っ
た
報
道
が
多
く
な
る
と
選
挙
時

の
投
票
行
動
に
影
響
を
及
ぼ
す
。

４
条
１
項
各
号
が
国
民
の
知
る
権

利
や
参
政
権
の
実
質
的
な
充
足
を

目
的
と
し
た
規
定
で
あ
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
憲
法
違
反
・
人

権
侵
害
が
問
題
と
な
り
う
る
本
件

に
つ
い
て
は
、
証
人
尋
問
を
含
む

十
分
な
審
理
を
尽
く
し
た
上
で
明

確
な
判
断
が
示
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
な
ど
と
述
べ
た
。
被
告
Ｎ
Ｈ
Ｋ

は
こ
の
日
も
何
ら
反
論
を
し
な
か

っ
た
た
め
、
裁
判
長
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
側

の
弁
護
団
に
対
し
て
促
し
た
と
こ

ろ
、
次
回
は
準
備
し
た
い
と
回
答

し
た
。
傍
聴
後
の
報
告
集
会
で

は
、
傍
聴
者
の
感
想
が
出
さ
れ

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
一
体
な
に
を
考
え
て

い
る
の
か
」
と
怒
り
の
声
が
上
が

っ
た
。
裁
判
開
始
以
来
毎
回
傍
聴

に
参
加
し
て
い
る
が
参
加
者
の
指

摘
の
通
り
被
告
Ｎ
Ｈ
Ｋ
側
は
殆
ん

ど
反
論
を
し
て
こ
な
か
っ
た
。
原

告
側
は
次
回
か
ら
専
門
家
の
意
見

書
や
証
人
申
請
を
行
う
た
め
の
準

備
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

報
告
集
会
の
最
後
に
弁
護
団
長
は

「
傍
聴
に
来
て
く
れ
る
こ
と
は
嬉

し
く
、
厳
し
い
け
れ
ど
国
民
の
知

る
権
利
、
民
主
主
義
の
発
展
の
た

め
楽
し
い
裁
判
と
し
て
取
り
組
み

た
い
」
と
発
言
さ
れ
た
。
こ
の
裁

判
の
経
過
等
に
つ
い
て
は
「
Ｎ
Ｈ

Ｋ
問
題
を
考
え
る
奈
良
の
会
」
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。

府高退教春の散策 ご案内

新しい京都の観光地に歩いて行ってみよう！

清水さんの舞台よりすごい絶景の場所「将軍塚青龍殿」に行こう！

（徒歩約3時間半のコース）

記

集合時間：4月23日（火）午前10時

集合場所：阪急河原町駅出口

コース：阪急河原町駅出口→八坂神社→長楽寺→将軍塚石碑→東山山頂公園

→将軍塚青龍殿→知恩院→円山公園→八坂神社→阪急河原町駅

長楽寺拝観料：500円、青龍殿拝観料：500円

今回のコースの特徴：①軽いハイキングコース（山歩き）になります。

②青龍殿の大舞台からは京都市内の全貌が見渡せる絶

景の場所です。

③国宝の「青不動」を拝観できます。

④平家物語ゆかりの長楽寺で、往古の歴史を偲び、山

吹と新緑（桜はもう散っていますので）を楽しむこ

ができます。

連山 豊（池島）
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